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大
田
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、
８

月
５
日
か
ら
明
治
神
宮
野
球
場

（
東
京
都
）を
中
心
に
お
こ
な
わ
れ

た
「
高
円
宮
賜
杯
第
43
回
全
日
本

学
童
軟
式
野
球
大
会
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」
に
島
根
県

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　
１
回
戦
は
八
日
市
場
中
央
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
（
千
葉
県
）
と
対

戦
し
ま
し
た
。
試
合
は
、
序
盤
に

３
点
リ
ー
ド
さ
れ
苦
し
い
展
開
に

な
り
ま
し
た
が
、
３
回
表
に
３
連

続
ヒ
ッ
ト
や
ス
ク
イ
ズ
で
同
点
に

追
い
つ
き
、
１
点
を
争
う
接
戦
に

な
り
ま
し
た
。
給
水
タ
イ
ム
明
け

の
４
回
裏
に
、
２
ア
ウ
ト
か
ら
連

続
ヒ
ッ
ト
を
浴
び
、
２
点
を
勝
ち

越
さ
れ
、
そ
れ
を
返
す
こ
と
が
で

き
ず
、
惜
し
く
も
５
対
３
で
敗
れ

ま
し
た
。

　
水
瀧
利
一
主
将
は
「
全
国
の
51

チ
ー
ム
が
集
合
し
た
入
場
行
進

は
、迫
力
が
あ
り
印
象
に
残
っ
た
。

試
合
に
は
負
け
た
が
、
ベ
ン
チ
・

ス
タ
ン
ド
み
ん
な
で
声
を
出
し
、

特
に
３
点
入
れ
た
場
面
は
と
て
も

盛
り
上
が
る
こ
と
が
で
き
た
。
今

後
は
、
ス
ポ
少
の
大
会
も
ま
だ
あ

る
の
で
頑
張
り
た
い
。
中
学
校
で

も
野
球
を
続
け
、
全
国
大
会
に
出

て
、
い
い
成
績
を
残
し
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

問
社
会
教
育
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
２
５
）

　
市
立
第
一
中
学
校
野
球
部
が
、

８
月
18
日
か
ら
高
知
県
で
お
こ
な

わ
れ
た
「
令
和
５
年
度
全
国
中
学

校
野
球
大
会
・
第
45
回
全
国
中
学

校
軟
式
野
球
大
会
」
に
中
国
地
区

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。島
根

県
大
会
、
中
国
大
会
を
と
も
に
２

位
で
勝
ち
上
が
り
、
創
部
以
来
初

の
全
国
大
会
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
回
戦
で
は
板
野
中
学
校
（
徳

島
県
）
と
対
戦
し
、
中
盤
か
ら
終

盤
の
集
中
打
で
逆
転
勝
利
。
勢
い

に
乗
っ
て
２
回
戦
も
大
津
中
学
校

（
兵
庫
県
）に
勝
利
。
さ
ら
に
準
々

決
勝
は
、
尚
学
館
中
学
校
（
宮
崎

県
）
に
２
点
を
先
行
さ
れ
、
最
終

回
も
１
ア
ウ
ト
と
追
い
詰
め
ら
れ

ま
し
た
が
、
押
し
出
し
四
球
と
タ

イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
で
一
挙
３
点
を

挙
げ
、逆
転
勝
ち
を
収
め
ま
し
た
。

　
迎
え
た
準
決
勝
は
、
大
府
北
中

学
校
（
愛
知
県
）
と
対
戦
し
、
序

盤
に
２
点
を
先
制
す
る
も
、
直
後

に
３
点
を
返
さ
れ
、
最
後
ま
で
逆

転
す
る
こ
と
が
で
き
ず
３
対
２
で

敗
れ
ま
し
た
。
敗
れ
は
し
ま
し
た

が
、
大
会
中
は
２
度
の
逆
転
勝
利

か
ら
、
大
会
速
報
で
「
逆
転
の
大

田
第
一
」
と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ど
の
試
合
も
ベ
ン
チ
、
ス
タ
ン
ド

が
一
体
と
な
っ
て
粘
り
強
く
戦

い
、
全
国
大
会
第
３
位
と
い
う
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

問
学
校
教
育
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
２
３
）

大　田
スポ少

写真／保護者提供

写真／保護者提供

詳しくは
市ホームページ
「市長の日記」
に大会報告を
掲載しています

一　中
野球部
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久
手
会
場
（
８
月
４
日
）

　「
あ
け
ぼ
の
こ
ど
も
園
」の
園
児

た
ち
の
ソ
ー
ラ
ン
節
で
始
ま
っ
た

久
手
会
場
。
こ
の
日
、
久
手
港
周

辺
は
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
軽
快
な
旋
律
の
曲
に
合
わ
せ
て

出
港
し
た
８
隻
の
船
団
に
よ
る
漁

船
パ
レ
ー
ド
は
圧
巻
。
多
く
の
観

客
が
手
を
振
り
な
が
ら
、
そ
の
勇

壮
な
姿
を
見
守
り
ま
し
た
。

　
穏
や
か
な
海
に
、
願
い
を
書
い

た
色
と
り
ど
り
の
灯
篭
が
流
れ
る

光
景
や
、
夜
空
や
海
面
を
彩
る
７

５
０
０
発
の
花
火
が
、
多
く
の
人

を
魅
了
し
ま
し
た
。

大
田
会
場
（
８
月
５
日
）

　
市
民
会
館
周
辺
を
会
場
に
、
松

江
だ
ん
だ
ん
プ
ロ
レ
ス
や
お
楽
し

み
抽
選
会
、
天
領
太
鼓
な
ど
の
多

彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、

14
団
体
、
約
５
０
０
人
が
参
加
し

た
正
調
踊
り
な
ど
、
４
年
ぶ
り
に

大
田
の
ま
ち
に
活
気
あ
ふ
れ
る
光

景
が
も
ど
っ
て
き
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
躍
動
感
あ

ふ
れ
る
石
見
銀
山
天
領
太
鼓
の
演

舞
と
餅
撒
き
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
飛
ん
で
き
た
餅
に
手
を
伸
ば

す
来
場
者
た
ち
の
歓
声
が
会
場
を

一
層
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

大
森
会
場
（
８
月
26
日
）

　
大
森
町
並
み
交
流
セ
ン
タ
ー
周

辺
で
開
催
さ
れ
た
大
森
会
場
。

　
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
、
銀
力

車
無
料
乗
車
、
恒
例
と
な
っ
て
い

る
銀
す
く
い
や
釘
打
ち
が
楽
し
め

る
縁
日
な
ど
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
、
水
戸
黄
門
や
助
さ

ん
、
格
さ
ん
、
大
名
、
姫
な
ど
の

江
戸
の
ヒ
ー
ロ
ー
が
集
合
し
、
記

念
撮
影
に
応
じ
る
コ
ー
ナ
ー
が
大

人
気
。
大
森
の
町
並
み
で
、
江
戸

の
ま
ち
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

感
覚
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
笑

顔
で
楽
し
む
来
場
者
の
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

問
産
業
企
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
７
５
）

４
年
ぶ
り
に
３
会
場
で

　
　
　
　
　
に
ぎ
や
か
に
開
催

　
昨
年
は
規
模
を
縮
小
し
、
久
手
・
大
森
会
場
の
２
会
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
、
今
年
は
４
年
ぶ
り
に
大
田
会
場
が
復
活
し
ま
し
た
。

　
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
、そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。
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部門

一
般
行
政

職員数
Ｒ４年度 Ｒ３年度

対前年
増減数

◇職員の勤務時間

◇休暇制度の状況
　①有給休暇

◇職員の分限および懲戒処分（Ｒ４年度中）

◇職員の服務の状況（Ｒ４年中）
年次有給休暇の取得状況

②無給休暇

休暇内容・日数

年次有給休暇

公務傷病等休暇

結核療養者休暇

私傷病休暇

生理休暇

産前産後休暇

慶弔休暇

介護休暇
不妊治療休暇
組合休暇

分限処分
（人数）

降任
0

免職
0

休職
8

降給
0

計
8

懲戒処分
（人数）

戒告
0

減給
0

停職
0

免職
0

計
0

通算で６か月以内
連続する６か月以内で、必要期間
30日以内

１年につき20日
療養必要期間
１年以内
90日以内
２日以内
産前８週間(多胎妊娠:14週間)
以内､産後８週間以内
本人の結婚:７日以内
親族の死亡など:１日~10日

平均付与日数

38.4日
平均取得日数

9.5日
取得率

24.8％

職員数の状況（部門別：各年４月１日現在）

職員採用試験の状況（Ｒ４年度中）

職員の勤務条件 

特別
行政

職　種 受験者数
14
2
0
2
1
1
1
10
0
1
1
33

合格者数

総合計

公営
企業
など

議 会
総 務
税 務
労 働
農 林 水 産
商 工
土 木
民 生
衛 生
教 育
消 防
病 院
水 道
下 水 道
そ の 他

一 般 事 務
土 木 技 師
建 築 技 師
保 健 師
管理栄養士（市）
消 防 吏 員
助 産 師
看 護 師
薬 剤 師
臨 床 検 査 技 師
介 護 福 祉 士

合　計

※　職員数は一般職の人数で、非常勤の職は含みません。

※　付与日数には前年繰越分を含みます。

※　このほか、夏季厚生休暇（５～10月において３
日以内）、妊娠障害休暇、子の看護休暇、ドナー休
暇、ボランティア休暇などの特別休暇があります。

◇職員の研修および人事評価
　　職員の資質向上や業務の効率化を図るため、積極的に各種研修に取り組んでいます。
　　また、人事評価については、平成22年度から実施しています。
◇公平委員会の業務の状況
　　勤務条件に関する措置要求および不利益処分に関する不服申し立ては、ありませんでした。
◇職員の福祉の状況
　　職員健康診断、メンタルヘルス対策など、職員の健康管理に努めるとともに、島根県市町
　村職員共済組合に加入し、福利厚生事業をおこなっています。

休暇内容・日数

開始時刻

８:30
終了時刻

17:15
休憩時間

12:00～13:00
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市職員の給与をお知らせします
問人事課（☎0854‐83‐8014）

◇人件費の状況（Ｒ３年度普通会計決算） ◇ラスパイレス指数の状況

◇職員給与費の状況（Ｒ３年度普通会計決算）

◇一般行政職員の平均給料月額（R4.4.1現在） ◇退職手当（R4.4.1現在）

◎特別職の報酬等の状況（R4.4.1現在）

◇一般行政職初任給の状況（R4.4.1現在）

◇期末・勤勉手当（R4.4.1現在）　　単位:給料月数

職員の給与など

職員数
（Ａ）

合計
（Ｂ）

平均給与
(Ｂ/Ａ)

期末勤勉
手当

平均値
年齢

給料月額
給与月額

勤続年数
20年
25年
35年

限度額

市長

副市長

教育長

給料

大田市 国

給料 職員手当

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）

人件費率
(Ｂ/Ａ)

年度 Ｒ４ Ｒ３

大 田 市

類似団体平均

全国市平均

98.8

97.6

98.7

98.2

97.5

98.8

人
33,243

人
450

千円
1,670,360

42.4歳
314,759円
344,314円

自己都合
19.6695月分
28.0395月分
39.7575月分
47.7090月分

定年・勧奨

給料月額など
780,000円
660,000円
550,000円

６月期 1.550月分
12月期 1.550月分

期末手当

議長

副議長

議員

報酬

給料月額など
390,000円
330,000円
310,000円

６月期 1.575月分
12月期 1.575月分

期末手当

24.586875月分
33.270750月分
47.709000月分
47.709000月分

42.7歳
323,711円
405,049円

大学卒
高校卒

６月期

12月期
計

大田市 国

大田市
期末 勤勉

国

182,200円
150,600円

1.200
1.200
2.400

0.950
0.950
1.900

期末 勤勉

1.275
1.275
2.550

0.950
0.950
1.900

182,200円
150,600円

千円
5,859

千円
2,636,700

千円
320,901

千円
645,439

千円
27,947,404

千円
4,627,159

％
16.6

※　職員手当には「退職手当」は含まれていません。
※　職員数は令和３年４月１日の人数です。

※　平均給料月額とは、職員の基本給の平均です。
※　平均給与月額は給料と諸手当の合計額です。  ※　令和４年度は勧奨を行っていません。

※　市、国とも職務による加算措置があります。

※　ラスパイレス指数とは、国
家公務員の給与水準を100とした
場合の地方公務員の給与水準を
表す指数です。
※　類似団体平均とは、人口規
模、産業構造が類似している団
体のラスパイレス指数を単純平
均したものです。

　職員手当はこのほか、扶養手当、住居手当、通勤
手当、時間外勤務手当、休日勤務手当、夜間勤務手
当、管理職手当、特殊勤務手当などがあります。

　「地方公務員法」および「大田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」
に基づき、令和４年度（決算は令和３年度）の市職員の給与などを公表します。
　なお、大田市職員の給与などの詳細は、市ホームページに掲載しています。

住民基本台帳人口
(R4.1.1)



広報おおだ　Ｒ5（2023）９.21 ６

一歩を踏み出す勇気が湧いてくる

　今年１月に温泉津町民が100人集まり開催した「温
泉津100人会議」。その会議で、温泉津の未来について
の方向性を話し合い、まちの魅力を子どもたちや未来
に引き継いでいくために作成したスローガン「湧くで
温泉津」と「ロゴ」、それを補足する文章が完成した
ことを、７月28日に市長に報告しました。

森田製菓株式会社×ダイコウラボ
第３弾コラボ商品を発表

　この取り組みは、温泉津みらい合同会社（金﨑公一
代表社員）と温泉津地区地域おこし協力隊員の髙田

（西田）優花さんがけん引役となり、町民を主役に、町
民の思いや言葉を大切にしながら進められてきました。
　髙田（西田）さんは「『湧くで温泉津』の『湧く』は

『なにか自分もやってみよう』という思いと行動が湧き
出すイメージ。温泉津のまちの魅力に触れてもらい、
自分から湧き上がるエネルギーで、なにかにチャレン
ジするかたを応援したい」と話しました。
　作成したスローガンは、ポスターやＳＮＳなどを通
じて、町内外へ向けた情報発信に活用していきます。
　　　　　 問まちづくり定住課（☎0854‐83‐8161）

温泉津みらい合同会社の金﨑さん（左）と
温泉津地区地域おこし協力隊の髙田（旧姓：西田）さん

「
温
泉
津
１
０
０
人
会
議
」

参
加
者
の
皆
さ
ん

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
発
案
し
た

杉
本
七
海
さ
ん（
左
）と
安
原
凜
さ
ん

感
謝
状
を
受
賞
し
た
代
表
児
童

　県立大田高等学校の高校生で構成される「ダイコウ
ラボ」と森田製菓株式会社がコラボした商品第３弾の
商品発表会が、８月９日に市役所でおこなわれました。
　今回は森田製菓株式会社の人気商品「あんころ餅」
のパッケージのリニューアルを企画。開発にあたり、
実際に販売している店舗へ「高校生突撃市場調査」を
実施し、取材・インタビューをおこない、パッケージ
を発案しました。それをもとに、地元イラストレーター
が協力し、レトロ感あふれるお洒落なパッケージに仕
上がりました。
　「ダイコウラボ」の安原凜さんは「島根をＰＲするた
めに方言を使った。年配のかただけでなく若いかたに
も手に取ってほしい」と話しました。

　　　　　　　　 問学校教育課（☎0854‐83‐8179）

ユウスゲ植栽活動
志学小が知事感謝状を受賞

　６月15日、志学小学校が令和５年度環境保全功労者
知事感謝状を受賞しました。
　同校は、希少植物であるユウスゲ（しまねレッドデー
タブック絶滅危惧Ⅰ類）の種を学校の敷地で育て、成
長した苗を三瓶山西の原に植栽する活動をおこなって
きました。この植栽活動は18年続いており、自然保護
団体「大田の自然を守る会」や地元住民、他の小学校
と連携し、植栽されたユウスゲの数は１万株にも上り
ます。また、地域一体となって環境保全学習に取り組
んできたことも評価されての受賞となりました。
　島根県庁で開催された贈呈式に、５・６年生の児童
が学校を代表し参加しました。丸山県知事より感謝状
を受け取り、活動内容について発表をおこないました。
　　　　　　　　 問環境政策課（☎0854‐83‐8069）

スローガン「　　　　　　　　　」完成
《温泉津めぐり
ホームページ》
補足文章をご覧
い た だ け ま す
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問産業企画課（☎0854‐83‐8075）

明
日
に
つ
な
げ
る
地
域
医
療

森脇裕太郎さんと廣山幸音さん

《詳しくは市ホームページをご覧ください》
「市長の日記」
委嘱式記事

委
嘱
さ
れ
た
竹
下
さ
ん（
左
）、

田
邊
さ
ん（
中
央
）、
吉
田
さ
ん（
右
）

「広報おおだ2023年
９月号」アンバサ
ダー特集記事

７
月
か
ら
新
し
く
着
任
さ
れ
た

先
生
を
紹
介
し
ま
す

大田市の小児医療に貢献できるよう頑張ります。
よろしくお願いします。

大
田
市
立
病
院

着
任
医
師
の
ご
紹
介

小児科医員

中村実来　医師
なかむら み　く

　
大
田
市
で
は
地
域
医
療
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
地
域
医
療

に
貢
献
し
た
い
と
い
う
熱
意
の
あ
る
高
校
生
を
島
根
大
学
医
学
部
や
石

見
高
等
看
護
学
院
に
推
薦
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
、
医
師
や
看
護
師
に
な
っ
た
か
た
、
在
学
中

の
学
生
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
年
３
月
に
島
根
大
学
医
学
部

を
卒
業
し
、４
月
か
ら
浜
田
医
療
セ

ン
タ
ー
で
初
期
臨
床
研
修
を
開
始

し
た
廣
山
さ
ん
と
森
脇
さ
ん
。医
師

と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た

お
２
人
に
近
況
を
伺
い
ま
し
た
。

（
廣
山
）
１
か
月
単
位
で
さ
ま
ざ
ま

な
診
療
科
を
回
っ
て
お
り
、現
在
は

総
合
診
療
科
で
研
修
中
で
す
。外
来

診
療
に
入
る
こ
と
も
あ
り
、多
く
の

患
者
さ
ん
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。研
修
医
に
な
っ
て
感

じ
た
こ
と
は
、座
学
と
現
場
の
違
い

で
す
。医
療
機
関
に
よ
っ
て
、使
用

す
る
機
器
や
シ
ス
テ
ム
、周
囲
の
ス

タ
ッ
フ
と
の
連
携
の
仕
方
な
ど
が

違
う
た
め
、
学
生
の
時
に
座
学
で

学
ん
だ
こ
と
を
現
場
で
実
践
す
る

の
は
容
易
で
は
な
い
と
実
感
し
て

い
ま
す
。浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
は
手

技
な
ど
も
幅
広
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ

せ
て
も
ら
え
る
環
境
な
の
で
、積
極

的
に
経
験
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　８月10日、第２期おおだ学生アンバサダーとなる、
竹下美鈴さん、田邊結奈さん、吉田星莉さんの３人の
学生に、大田地域人材確保促進協議会の会長である
市長から委嘱状を交付しました。
　３人は早速アンバサダーの名刺を市長と交換。「ＳＮ
Ｓなどを通じて大田の魅力を発信し、大田へ就職する
人を増やしたい」と意気込みを語りました。
　第２期の３人が仲間入りし、おおだ学生アンバサダー
は合計６人となりました。来年３月（予定）に開催する
就職イベントに向けて、大田地域人材確保促進協議会
と連携して取り組みを始めています。

第２期　おおだ学生アンバサダー
学生３人に委嘱状を交付

（
森
脇
）
現
在
は
消
化
器
科
で
研
修

中
で
す
。救
急
外
来
に
月
３
〜
４
回

勤
務
し
て
お
り
、患
者
さ
ん
の
最
初

の
診
療
は
す
べ
て
研
修
医
が
務
め

る
た
め
、責
任
が
大
き
い
で
す
が
多

く
の
症
例
を
経
験
で
き
、と
て
も
勉

強
に
な
っ
て
い
ま
す
。
周
囲
の
ス

タ
ッ
フ
か
ら
指
示
を
仰
が
れ
る
こ

と
も
多
く
、い
い
意
味
で
研
修
医
扱

い
は
さ
れ
な
い
、力
を
つ
け
ら
れ
る

環
境
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、指
導

医
や
看
護
師
を
は
じ
め
、多
職
種
の

ス
タ
ッ
フ
と
交
流
す
る
機
会
も
多

く
、円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
れ
る
こ
と
が
充
実
し
た
研
修

生
活
に
繋
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

（
廣
山
・
森
脇
）
将
来
、
大
田
市
の

医
療
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
標
に

日
々
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。帰
っ
て
き
た
と
き
は
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
医
療
政
策
課

（
☎
０
８
５
４
–
83
–
８
０
５
７
）

研
修
医
１
年
目
の
生
活
は

い
か
が
で
す
か
？

地
域
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
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　現在、大田市役所の本庁舎とおおだ子育てにかかる
総合支援拠点施設整備については、基本計画の策定に
向け、両施設の課題や施設のあり方・機能などの検討
を進めています。
　８月10日、松江工業高等専門学校の学生が授業で取
り組んだ「大田市役所本庁舎及びおおだ子育てにかか
る総合支援拠点施設の整備とその周辺のまちづくり」
をテーマとしたグループ課題の整備計画案を市の職員
に発表しました。
　発表したのは、環境・建設工学科５年生の11人。学
生たちは、３つのグループに分かれ、これまで現地調
査や市の担当者との会議を持つなど、計画案を取りま
とめてきました。
　市の幹部を前にした学生は、グループごとに計画案
を発表。両施設や周辺の状況や課題を整理したうえで、
本庁舎においては市民と職員との動線を整理したり、
総合窓口を設置するなど市民の利便性向上を図る案や、
さまざまな催しをおこなえるフリースペースを設置し、
休日も賑わいを創出する案、大田市の企業と連携した
インターン実施による人材育成などが発表されました。

　また、おおだ子育てにかかる総合支援拠点施設にお
いては、施設を利用するこどもの年齢層を想定し、地
域連携型の子育て意識を高め、子育てしやすい環境づ
くりというコンセプトに基づく施設全体の活用方法な
ど、具体的な提案がありました。
　これに対し、幹部からはインターン以外にもにぎわ
いの創出に有効な手段は検討しているか、提案内容に
ついて施設としての安全性は考慮しているかなどの質
問があり、学生はそれに対する考えを答えました。
　いずれも施設利用者や職員目線に立ち、すべての対
象者の利便性の向上を考えた施設とする案で、両施設
整備への期待が現れた提案でした。
　このほか、会場を訪れた職員に対しても、計画案を
発表しました。職員は学生から直接提案を聞き、現状
の課題などを学生に伝えました。また、職員は「窓口
や相談対応などさまざまな側面から考えられている」
「両施設の整備にあわせて、地域の活性化や子育て環
境へ配慮されたまちづくりも学生の視点でまとめられ
ていた」などと感想を語りました。
　　　　　　　　 問建築営繕課（☎0854‐83‐8010）

　山村留学センターでは市内外の子どもたちに、大田
市の豊かな自然と伝統的な文化を活用した体験活動と
集団生活による共同生活を実践し、併せて地域の人々
との交流を通じて「生きる力」を育む教育実践活動を
目的として、短期山村留学に取り組んでいます。
　コースは２つ。７月25日から８月４日までの長期コー
ス（10泊11日）には21人の小・中学生が参加し、８月
６日から９日までの自然体験コース（３泊４日＊）に
は31人の小学生が参加しました。それぞれの活動は北
三瓶を中心に市内の里、山、川、海のフィールドで散
策や登山、魚釣りや海水浴、川遊びなどの体験や、さ
んべ縄文の森ミュージアムでの埋没林展示観覧、県立
自然館サヒメルでの星空観賞、多根神楽伝承館での石
見神楽鑑賞、地元農家さん宅でのホームステイなど、
たくさんの活動を楽しみました。

　集合日に初めて会って緊張し、戸惑っていた子ども
たちも日がたつにつれ、自分のことをさらけ出し、相
手のことを理解しようとする姿が多く見られ、集団生
活の楽しさも共有できたようです。「農家さんの畑で野
菜の収穫を手伝ったよ！一緒にご飯を作って食べた
よ！」「海が透きとおっていてすてきだった！」「とて
も暑かったけれどリーダーさんがいっぱい声をかけて
くれて頑張れた！」「『今年の冬休みも一緒に参加しよ
うよ』と、仲良くなった子と約束したよ！」「今度は家
族で三瓶に来て、楽しかったところを紹介したいな」
といった感想を話し、家に帰りました。
　今年の冬休みは12月26日から30日まで４泊５日で
おこなう予定です。市内の子どもたち、冬の北三瓶
の麓の活動にぜひ参加してくださいね。

　　　　　 問山村留学センター（☎0854‐86‐0700）

２０２３夏の山村留学
夏休みの短期山村留学を再開

市役所本庁舎とおおだ子育てにかかる総合支援拠点施設の整備
松江高専の学生が提案を発表

注＊　自然体験コースは４泊５日を計画していましたが台風
６号の影響を考慮し、解散日を１日前倒しして終了しました。

海
で
楽
し
む
子
ど
も
た
ち

農
家
さ
ん
と
一
緒
に

新
鮮
な
野
菜
を
収
穫
し
ま
し
た
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中
高
生
地
域
活
動
グ
ル
ー
プ

「
大
田
Ｊ
Ｏ
い
ん
つ
♪
」が
、天
領

さ
ん
大
田
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

　
数
か
月
前
か
ら
出
店
に
か
か
る

計
画
を
ス
タ
ー
ト
し
、
飲
食
メ

ニ
ュ
ー
や
遊
び
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い

て
の
話
し
合
い
や
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ポ
テ
ト
フ
ラ
イ
や
か

き
氷
の
販
売
の
ほ
か
、
フ
ォ
ト
ス

ポ
ッ
ト
や
缶
積
み
ゲ
ー
ム
な
ど
親

子
で
楽
し
め
る
コ
ー
ナ
ー
も
人
気

で
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
持
ち

場
で
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

　
８
月
27
日
、富
山
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
21
推
進
協
議
会（
森
脇

康
治
実
行
委
員
長
）が
主
催
す
る「
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
ど
り
」が

４
年
ぶ
り
に
富
山
町
下
才
坂
の
河
川
敷
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
清
ら
か
な
川
を
地
域
で
守
っ
て
い
く
た

め
の
清
流
保
全
活
動
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
富
山
町
の

夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
も
、多
く
の
親
子
が
８
月
最
後
の
休
日
を
楽
し
も
う
と

市
内
外
か
ら
集
ま
り
、川
の
中
で
水
し
ぶ
き
を
立
て
な
が
ら
、ヤ

マ
メ
を
追
い
か
け
、あ
ち
こ
ち
で
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
つ
か
み
取
っ
た
ヤ
マ
メ
は
そ
の
場
で
塩
焼
き
に
さ
れ
、
地
元

Ｊ
Ａ
女
性
部
の
皆
さ
ん
の
お
手
製
の
お
に
ぎ
り
と
一
緒
に
、大
自

然
の
中
で
美
味
し
そ
う
に
頬
張
る
親
子
の
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
は
「
ヤ
マ
メ
は
ヌ
ル
ヌ
ル
し
て
い
て
、
つ

か
み
に
く
か
っ
た
」「
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
大
物
を
狙
う
よ
」
な
ど
と
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。
出
雲
市
か
ら
長
年
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
る

親
子
は
「
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
富
山
町
に
来
た
。
つ
か
み

取
り
体
験
は
楽
し
く
て
子
ど
も
も

喜
ぶ
し
、
夏
の
良
い
思
い
出
に
な

る
」
と
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

来
場
者
に
か
き
氷
を
販
売
す
る

メ
ン
バ
ー

　
仁
摩
町
馬
路
の
国
の
天
然
記
念

物
「
琴
ヶ
浜
」
で
、
毎
年
８
月
13

日
か
ら
15
日
の
夜
に
、
夜
通
し
踊

る
琴
ヶ
浜
盆
踊
り
。
素
朴
な
中
に

も
古
式
ゆ
か
し
く
優
雅
な
盆
踊
り

技
法
を
保
存
す
る
た
め
、
昭
和
39

年
12
月
に
仁
摩
町
の
無
形
民
族
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
催
す
る
琴
ヶ
浜
盆
踊
保
存

会
（
石
橋
哲
一
郎
会
長
）
は
、

昨
年
か
ら
踊
り
と
太
鼓
叩
き
を

子
ど
も
た
ち
に
継
承
す
る
活
動

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
は
「
み
ん

な
で
踊
る
の
が
楽
し
い
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
し
た
。

太
鼓
叩
き
や
踊
り
に

子
ど
も
た
ち
が
活
躍
し
ま
し
た

つ
か
み
取
っ
た
ヤ
マ
メ
を
手
に

喜
ぶ
参
加
者

天領さんの盛り上げに貢献
「大田ＪＯいんつ♪」

400年以上の歴史 子どもたちへ継承
琴ヶ浜盆踊り

ヤマメのつかみ取りで夏の思い出づくり
富山町ふるさとづくり21推進協議会

おおだ
ウォッチング

まちの話題を紹介

歓
声
を
上
げ
な
が
ら
ヤ
マ
メ

を
追
い
か
け
る
子
ど
も
た
ち
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10月の子育て応援コーナー ※　予約制です。子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）へお申し込みください。

種　類 日　時 場　所 内　容・対　象 お持ちいただくもの

乳幼児相談 ４日㈬

17日㈫

18日㈬

9:00～11:30
身体計測・育児相談
栄養相談・授乳相談

対象／生後９～18か月
頃までの乳児と、その保
護者

身体計測・授乳相談

10:00～11:30
受付9:45～

13:00～16:15

母子健康手帳
バスタオル

母子健康手帳
バスタオル
おむつ

飲み物（お子さん用）

母子健康手帳
バスタオル

離乳食教室
（後期）

授乳サロン
ごくごく

こんにちは
栄養士です 慢性腎臓病（ＣＫＤ）を予防しましょう

　慢性腎臓病（ＣＫＤ）は、成人の８人に１人は慢性
腎臓病患者と言われるほど多く、新たな国民病といわ
れています。
　加齢や肥満、高血圧や糖尿病などの生活習慣病に
よって、慢性的にたんぱく尿があるか、腎臓の機能を
示すｅＧＦＲが60未満になった状態が３か月以上持続
する病気です。
　自覚症状がほとんどなく、腎臓はあるレベルまで悪
くなってしまうと、自然に治ることはありません。
　そのため重症化して透析をする人や死亡する人が
年々増えています。

慢性腎臓病（ＣＫＤ）とは…

◇定期的な健康診査を受けましょう
　腎機能の状態を表す検査項目を確認
　・肝臓の機能を示すｅＧＦＲ（血清クレアチニン、
　　性別、年齢から算出されます）の数値を確認。
　・尿検査により、尿にたんぱく質や血液が漏れ出て
　　いないかを確認。
　※　腎機能低下がみられる場合は再検査を受けま
　しょう。
◇食事は塩分控えめに　目標は１日６g未満
　・うどんやラーメンなどの麺類の汁はなるべく残す。
　・かけしょう油をやめて、つけしょう油にする。
　・ハムやベーコンなど加工肉の摂取は控えめに。
◇運動をする　
　適度な運動で肥満を防ぎましょう。
◇禁煙をする　
　喫煙者は腎臓病になりやすいほか、肺がんや心筋梗
　塞にもなりやすくなります。

慢性腎臓病（ＣＫＤ）を予防するために

問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

　腎臓はソラマメに似た形の臓
器で、左右にひとつずつありま
す。大きさは、大人の握りこぶ
しほどの大きさです。

○腎臓の働き
　　①老廃物を体の外に排泄する
　　②血圧を調整する
　　③体液量やイオンバランスを調整する
　　④血液をつくる指示を出す
　　⑤骨を強くする

　島根県と県内自治体が推進する健康づくり活動。減
塩や運動、野菜摂取、たばこ対策など、健康に関する
取り組みを「なにか1つ」加えることで、皆さんの健
康意識を高め、生活習慣の改善につなげます。

今月の「＋１」
ちょびっとお塩

少量の塩で素材の味を楽しもう！
健康長寿「＋１」活動

プラスワン

プラスワン

母子健康包括支援
センター「おおだっこ」
（市役所１階）

母子健康包括支援
センター「おおだっこ」
（市役所１階）

仁摩保健センター
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☆胃がん検診
（バリウム検査）

個人通知なし
事前申込不要

☆大腸がん検診
 （容器配布）
 個人通知なし
 事前申込不要

☆子宮頸がん
検診

（事前申込不要）

☆乳がん
マンモグラフィ

検診
完全予約制

肺がん検診
個人通知あり

17日㈫ 9:00～10:30 大田市民会館

17日㈫ 9:00～10:30 大田市民会館

３日㈫

４日㈬

３日㈫

４日㈬

13:00～14:30

17:00～19:00

温泉津まちづくりセンター

17:30～19:00

9:30～11:00
13:30～15:00
9:30～11:30
13:30～15:00

9:30～11:30
13:30～15:30

18日㈬ 9:30～11:30
13:30～15:30

19日㈭

25日㈬ 

9:30～11:30
13:30～15:30

9:30～11:30
(女性のみ)

13:30～15:30

仁摩保健センター

温泉津まちづくりセンター

仁摩保健センター

大田市民会館

大田市民会館

がん検診（集団）
種　類 日時・場所 対象者など

健康ガイド10月 ☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

問健康増進課
（☎0854‐83‐8151）

※　直接各医療機関へ予約してください。がん検診（個別）
種　類 医療機関 対象者など

☆子宮頸がん
検診

大田市 市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

出雲市
島根県立中央病院ほか７医療機関
（市ホームページでご確認ください）

20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円

40歳以上（事前申込不要）
◎自己負担金　1,000円
・検診が午前の人は前日の21時以降、
　午後の人は当日７時以降に食事を
　とらないでください

40歳以上（事前申込不要）
◎自己負担金　400円
・２日間の便を容器に取る検査

20歳以上の女性（事前申込不要）
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　　　1,000円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,000円

完全予約制
40歳以上の女性（２年に１回）
◎自己負担金　
　1,500円（２方向撮影）
◎予約先　
　健康増進課（☎0854‐83‐8151）

肺がん検診　40歳～64歳
肺がん・結核検診　65歳以上
◎自己負担金
　無料
◎お持ちいただくもの
　検診受診票・健康手帳

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

大田市 市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

出雲市
ひゃくどみクリニック（☎0853‐21‐0130）
ヘルスサイエンスセンター島根（☎0853‐20‐0649）

40歳以上の女性
◎自己負担金　2,000円
・市立病院は２回の受診が必要



問石見銀山課（☎0854‐83‐8132）

　
大
リ
ー
グ
の
大
谷
翔
平
選
手
の

投
打
に
わ
た
る
活
躍
に
心
躍
る
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
。「
ベ
ー
ブ
・

ル
ー
ス
以
来
」
と
報
じ
ら
れ
る
、

ま
さ
に
歴
史
的
な
快
挙
で
す
。
そ

の
ベ
ー
ブ
・
ル
ー
ス
が
所
属
し
て

い
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヤ
ン
キ
ー

ス
が
、
初
め
て
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー

ズ
を
制
し
た
の
は
１
９
２
３
年
。

同
じ
年
、
石
見
銀
山
は
事
実
上
の

閉
山
を
迎
え
ま
し
た
。

　
そ
の
時
の
記
録
が
、『
島
根
百

年
』（
毎
日
新
聞
社
１
９
６
８
年

2
0
9
頁
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る

の
で
、
以
下
、
引
用
し
ま
す
。

　「
銀
の
吹
き
納
め
の
夜
は
劇
的

だ
っ
た
。
山
口
忠
三
所
長
ら
残
存

職
員
や
吹
大
工
が
真
吹
炉
の
周
囲

に
集
ま
り
、
み
ん
な
が
見
守
る
中

に
最
後
の
銅
が
吹
終
る
と
ま
ず

モ
ー
タ
ー
が
止
ま
り
、
続
い
て
う

な
り
声
を
あ
げ
て
い
た
ブ
ロ
ワ
ー

（
せ
ん
ぷ
う
機
）が
動
か
な
く
な
っ

た
。
い
ま
ま
で
の
真
昼
の
よ
う
に

明
る
か
っ
た
真
吹
炉
の
火
が
オ
レ

ン
ジ
色
に
、
つ
い
で
穏
や
か
な
ほ

の
お
の
色
に
変
わ
っ
た
か
と
思
う

と
、
や
が
て
次
第
に
光
を
失
っ
て

つ
い
に
あ
た
り
は
真
っ
暗
と
な
っ

た
。「
火
が
消
え
た
よ
う
な
」
と

い
う
こ
と
ば
そ
の
ま
ま
に
所
長
も

職
員
も
労
務
者
も
、
そ
の
暗
や
み

の
中
で
ハ
ラ
ハ
ラ
と
涙
を
流
し

合
っ
た
」

　
当
事
者
に
と
っ
て
は
、
生
活
基

盤
を
失
う
こ
と
以
上
に
、
か
つ
て

海
外
に
も
広
く
知
ら
れ
た
歴
史
的

な
鉱
山
の
終
焉
に
、
悲
し
さ
、
寂

し
さ
も
深
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と

を
追
想
さ
せ
る
記
録
で
す
。

　
閉
山
後
、
家
々
を
回
っ
て
古
記

録
を
調
べ
、
現
地
を
丹
念
に
踏
査

し
た
旧
制
大
田
中
学
教
師
、
山
根

俊
久
先
生
に
よ
り
『
石
見
銀
山
に

関
す
る
研
究
』
が
著
さ
れ
た
の
は

昭
和
７
年
。
そ
の
教
え
を
受
け
た

人
々
が
、「
歴
史
あ
る
鉱
山
を
文
化

財
と
し
て
残
そ
う
」
と
、
全
戸
加

入
の
大
森
町
文
化
財
保
存
会
を
昭

和
32
年
に
結
成
。
平
成
19
年
の

世
界
遺
産
登
録
の
端
緒
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
再
び
、
世
界
に
名
を
は
せ
て

い
る
石
見
銀
山
。
百
年
前
の
先
人

た
ち
も
、
お
そ
ら
く
誇
り
に
思
っ

て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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ふ
き 

だ
い
く

ま 

ぶ
き 

ろ 百年前の記録

石見銀山と市内遺産
なるほど分かった　地域の宝

■：３館共通　○：温泉津のみ休館

中央図書館　　☎0854-84-9200　平日10:00～19:00　土日10:00～18:00
仁摩図書館　　☎0854-88-4646　10:00～18:00
温泉津図書館　☎0855-65-2177　10:00～17:00

　20歳以上の国民から合計1,000人
の “国民議員” が選ばれるＸ年後の日
本。島根県から上京し、大学３年生で
就活中の田村さくらに “ある通知書”
が届く。さくらの未来、そして革新的
な民主主義の体制の行方は？……著者
の面白い発想から生まれた世界を堪能
あれ。

おすすめの本
『デモクラシー』　堂場　瞬一／著
　　　　　　　　　　  集英社（仁摩図書館所蔵）

◇展示テーマ

第６回

「めしあがれ！」
　食欲の秋。食事も読書も生きる力の大切な源。
糧を選りすぐり、吟味して、さぁ召し上がれ！

中
　央

仁
　摩

10月の図書館お休みの日

一般「ちょっと前のベストリーダー展」
　読書週間に合わせて、懐かしい本と再びめぐ
り合ってみましょう。

児童「子どもの本のポップ展」
　本の案内をするポップと紹介されている本を
展示します。

12

おはなし会

ストーリーテリング

古文書を読む会

おはなし会

絵手紙展

◇行事と企画展
図書館

中 央

行　事

14日㈯・28日㈯　

21日㈯　

21日㈯

21日㈯

４日㈬～23日㈪

14:00～14:20

14:00～14:20

14:00～16:00

10:15～10:45

日　　時 火 木 金日

①
⑧
⑮
㉒
㉙

月 水

３

10

17

24

31

４

11

18

25

５

12

19

26

６

13

20

27

土

⑦
⑭
㉑
㉘

２

９

16

23

30

仁 摩

※　仁摩図書館で絵手紙教室を開催します。詳細は後日、銀山テレビの音声告知
放送などでお知らせします。



ハ
ン
セ
ン
病
と
は

　
ハ
ン
セ
ン
病
は
「
ら
い
菌
」
と

い
う
結
核
菌
に
近
い
菌
の
感
染
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
「
慢
性

細
菌
感
染
症
」
で
す
。

　
ら
い
菌
は
人
に
対
し
て
感
染
力

が
弱
く
、
非
常
に
う
つ
り
に
く
い

う
え
、
感
染
し
て
も
多
く
の
人
に

は
、
ら
い
菌
に
対
す
る
防
御
免
疫

が
あ
り
、
発
病
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
の
疫
学
的
事
実
か

ら
、
社
会
経
済
状
況
が
向
上
す
る

と
、
ら
い
菌
に
対
す
る
防
御
免
疫

を
持
っ
た
人
が
増
え
る
た
め
、
衛

生
面
や
栄
養
面
に
お
い
て
問
題
が

少
な
い
先
進
国
で
は
、
発
症
者
が

い
な
く
な
り
自
然
に
消
滅
す
る
病

気
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
現
在
、
世
界
で
は
年
間
20
万

人
が
新
た
に
ハ
ン
セ
ン
病
を
発
症

し
て
い
ま
す
が
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界

保
健
機
関
）
が
開
発
し
た
標
準
的

な
多
剤
併
用
療
法
（
Ｍ
Ｄ
Ｔ
）
で

治
る
病
気
と
な
り
ま
し
た
。

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る

差
別
と
は

　
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
・

回
復
者
・
そ
の
家
族
は
、
な
ぜ
差

別
を
受
け
て
き
た
の
で
し
ょ
う

か
。

　
そ
の
第
１
の
理
由
は
、
ハ
ン
セ

ン
病
が
も
つ
医
学
的
特
徴
で
す
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
は
、
症
状
が
皮
膚

に
現
れ
る
だ
け
で
な
く
、
抹
消
神

経
が
侵
さ
れ
る
た
め
に
、
病
気
が

進
行
す
る
と
運
動
神
経
麻
痺
に
よ

り
、
顔
や
手
足
に
変
形
が
起
こ
り

ま
す
。
そ
れ
が
周
囲
に
偏
見
を
植

え
付
け
た
と
言
わ
れ
て
き
ま
し

た
。

　
第
２
の
理
由
は
、
原
因
が
不
明

だ
っ
た
時
代
に
、
宗
教
上
の
概
念

か
ら
「
業
病
（
悪
行
の
報
い
で
か

か
る
病
気
）」
や
「
天
刑
病
（
神
が

下
す
罰
と
し
て
の
病
気
）」な
ど
と

考
え
ら
れ
、
こ
の
病
気
に
対
す
る

否
定
的
な
意
識
を
作
り
出
し
た
と

言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
近
代
の
日
本
に
お
け

る
最
も
大
き
な
差
別
の
理
由
は
、

国
が
「
ハ
ン
セ
ン
病
は
、
感
染
力

の
非
常
に
強
い
不
治
の
病
で
、
隔

離
す
る
以
外
に
感
染
を
予
防
す
る

方
法
は
な
い
」
と
い
う
偽
っ
た
情

報
を
国
民
に
信
じ
込
ま
せ
、
差
別

意
識
を
拡
大
さ
せ
た
こ
と
で
す
。

日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病
政
策
と

偏
見
・
差
別
の
助
長

　
明
治
時
代
、
欧
米
な
ど
の
先
進

国
で
は
ハ
ン
セ
ン
病
の
流
行
が
終

息
し
、
発
展
途
上
国
を
中
心
に
流

行
す
る
病
気
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　
こ
の
頃
、
日
本
が
患
者
を
放
置

し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
諸
外
国

か
ら
非
難
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

先
進
国
入
り
を
め
ざ
す
日
本
と
し

て
は
受
け
入
れ
が
た
く
、
明
治
40

年
に
「
癩
（
ら
い
）
予
防
ニ
関

ス
ル
件
」
と
い
う
法
律
を
制
定

し
、
救
護
者
の
い
な
い
患
者
を
施

設
に
隔
離
し
ま
し
た
が
、
入
所
者

は
患
者
全
体
の
３
・
６
％
程
度
で

し
た
。

　
国
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
「
国
際

的
恥
辱
」「
も
っ
と
も
醜
悪
」な
ど

と
い
う
侮
蔑
的
な
言
葉
を
使
い
、

撲
滅
す
べ
き
病
気
だ
と
国
民
に
教

育
し
た
た
め
、
在
宅
患
者
や
家
族

を
苦
し
め
ま
し
た
。

　
国
は
昭
和
６
年
に
「
癩
（
ら

い
）
予
防
法
」
を
制
定
し
、
在
宅

患
者
も
含
め
て
療
養
所
に
強
制
隔

離
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
各
県
が
競
っ

て
患
者
を
療
養
所
に
収
容
す
る

「
無
ら
い
県
運
動
」が
広
が
り
、官

民
一
体
と
な
っ
て
患
者
を
見
つ
け

出
し
、
隔
離
を
進
め
て
い
き
ま
し

た
。

　
こ
の
「
無
ら
い
県
運
動
」
に
つ

い
て
は
、
島
根
県
で
も
実
施
さ
れ

た
よ
う
で
す
が
、
当
時
の
記
録
が

残
っ
て
い
な
い
た
め
、
詳
し
い
こ

と
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
で
す

が
、
療
養
所
へ
強
制
隔
離
す
る
と

い
っ
た
人
権
侵
害
が
あ
っ
た
こ
と

は
事
実
で
す
。

　
昭
和
23
年
に
薬
が
使
わ
れ
始

め
て
か
ら
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
治

る
病
気
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

隔
離
政
策
や
「
無
ら
い
県
運
動
」

が
継
続
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ハ
ン

セ
ン
病
は
隔
離
が
必
要
な
恐
ろ
し

い
病
気
で
あ
る
と
い
う
誤
解
は
訂

正
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
す
ま
す

偏
見
や
差
別
が
助
長
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。

※
後
編
は
11
月
号
へ
続
く

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

広報おおだ　Ｒ5（2023）９.21

人権を考える市民のつどい
人権・同和問題研修会

　市では、ハンセン病患者・元患者・回復者・
その家族に対する偏見や差別をテーマとした講
演会（研修会）を開催します。

▽日　時　10月23日㈪　13時30分～
▽会　場　サンレディー大田　ふれあいホール
▽演　題　「それって、昔の病気の話？」
　　　　　 ～ハンセン病問題は、
　　　　　　　 今の、私たちの話です～
▽講　師　太田　明夫さん
　　　　　ハンセン病問題を共に学び共に闘う
　　　　　全国市民の会　会長
▽参加料　無料
▽備　考　手話通訳、要約筆記がつきます

きずな石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

13

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
・
回
復
者
・

そ
の
家
族
に
対
す
る
偏
見
や
差
別

【前編】



　
母
子
・
父
子
家
庭
や
寡
婦
の
人

な
ど
を
対
象
に
、
経
済
的
に
自
立

し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
資
金

を
、
低
利
子
ま
た
は
無
利
子
で
お

貸
し
す
る
制
度
で
す
。

▽
対
象
　

　
令
和
６
年
４
月
に
進
学
、
修
業

を
希
望
し
て
い
る

・
児
童
を
扶
養
す
る
母
子
家
庭
の

　
母
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父

・
20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る
寡

　
婦

・
父
母
の
な
い
児
童

▽
資
金
の
種
類

①
児
童
の
進
学
な
ど
を
対
象
と
す

　
る
資
金
（
無
利
子
）

・
就
学
支
度
資
金
…
…
就
学
・
修

　
業
す
る
た
め
に
必
要
な
入
学
金

　
や
被
服
な
ど
の
購
入
資
金

・
修
学
資
金
…
…
高
校
、
大
学
、

　
大
学
院
、
高
等
専
門
学
校
ま
た

　
は
専
修
学
校
に
就
学
す
る
た
め

　
の
授
業
料
、
書
籍
代
、
交
通
費

　
な
ど
に
必
要
な
資
金

・
修
業
資
金
…
…
就
職
す
る
た
め

　
に
必
要
な
知
識
技
能
を
習
得
す

　
る
の
に
必
要
な
資
金

②
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の

　
父
お
よ
び
寡
婦
の
人
の
知
識
技

　
能
習
得
を
対
象
と
す
る
資
金  

　（
連
帯
保
証
人
を
立
て
る
場
合
は

　
無
利
子
、
立
て
な
い
場
合
は
年

　
１
％
）

・
技
能
習
得
資
金
…
…
就
職
す
る

　
た
め
に
必
要
な
知
識
技
能
を
習

　
得
す
る
の
に
必
要
な
資
金

▽
申
請
期
間
　

　
令
和
６
年
２
月
29
日
㈭
ま
で

※
　
島
根
県
育
英
会
な
ど
、
母
子

父
子
寡
婦
福
祉
資
金
と
の
併
給
が

で
き
な
い
奨
学
金
が
あ
り
ま
す
。

※
　
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制

度
に
よ
る
奨
学
金
・
授
業
料
減
免

な
ど
は
、
貸
付
限
度
額
よ
り
給
付

額
・
減
免
額
を
控
除
し
た
範
囲
で

併
給
が
可
能
で
す
。
　

問
子
ど
も
保
育
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
８
）

　
令
和
５
年
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
が
、
10
月
１
日
を
基
準
日
と

し
て
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
住
宅
と
土
地
に

関
す
る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
、

豊
か
な
住
ま
い
づ
く
り
の
た
め
の

基
礎
資
料
と
し
て
幅
広
く
利
用
さ

れ
ま
す
。

　
全
国
約
３
４
０
万
世
帯
を
対
象

に
お
こ
な
わ
れ
、
大
田
市
に
お
い

て
も
約
５
０
０
０
戸
が
調
査
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　
調
査
対
象
と
な
る
お
宅
に
は
、

島
根
県
知
事
が
任
命
し
た
統
計
調

査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
調

査
票
へ
の
記
入
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
調
査
員
が
調
査
票
の
配
布
お
よ

び
回
収
す
る
際
に
は
、
顔
写
真
付

き
の
「
調
査
員
証
」
を
携
行
し
て

い
ま
す
。

問
総
務
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
５
）

　
公
共
下
水
道
、
生
活
排
水
処
理

施
設
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て
、
納
付

期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場
合

は
、
10
月
よ
り
、
大
田
市
債
権
管

理
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
督
促

状
を
送
付
し
、
督
促
手
数
料
を
徴

収
い
た
し
ま
す
。

　
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
上
下
水
道
部
管
理
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
１
２
）

◇
第
５
回
試
験

▽
試
験
日
　

　
令
和
６
年
２
月
11
日
㈰
　
午
後

▽
試
験
会
場
　
松
江
市
、出
雲
市
、

　
益
田
市
、
隠
岐
の
島
町

▽
受
付
期
間
　

・
書
面
申
請

　
12
月
４
日
㈪
〜
18
日
㈪

・
電
子
申
請

　
12
月
１
日
㈮
〜
15
日
㈮

▽
試
験
の
種
類
　
乙
種

◇
第
６
回
試
験

▽
試
験
日
　

　
令
和
６
年
２
月
18
日
㈰
　
午
後

▽
試
験
場
所
　
松
江
市
、大
田
市
、

　
浜
田
市

▽
受
付
期
間
　
第
５
回
と
同
じ

▽
試
験
の
種
類
　
乙
種
・
丙
種

　
・
問
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
島
根
県
支
部

（
☎
０
８
５
２
‐
27
‐
５
８
１
９
）

◇
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

会
（
乙
種
第
４
類
受
験
者
向
け
）

▽
松
江
会
場

・
実
施
日
　
10
月
３
日
㈫

・
会
場
　
テ
ク
ノ
ア
ー
ク
し
ま
ね

▽
浜
田
会
場

・
実
施
日
　
10
月
５
日
㈭

・
会
場
　
い
わ
み
ー
る

▽
出
雲
会
場

・
実
施
日
　
令
和
６
年
１
月
11
日
㈭

・
会
場
　
出
雲
市
民
会
館

※
　
受
講
申
請
、
払
込
期
限
は
講

習
会
の
１
週
間
前
ま
で
で
す
。

　
・
問
島
根
県
危
険
物
保
安
協
会

連
合
会

（
☎
０
８
５
２
‐
22
‐
７
２
０
２
）

　
い
ず
れ
も
必
要
書
類
は
消
防
本

部
、
西
部
消
防
署
、
三
瓶
出
張
所

に
あ
り
ま
す
。

問
消
防
本
部

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
６
５
０
）

広報おおだ　Ｒ5（2023）９.21

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金

予
約
貸
付
を
受
け
付
け
ま
す

令
和
５
年

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

公
共
下
水
道
使
用
料
な
ど
の

督
促
手
数
料
の
徴
収

危
険
物
取
扱
者
試
験

…申し込み先
問…問い合わせ先

市　勢
（令和５年９月１日現在）

（　　）内は前月比

お
知
ら
せ

○人　口　32,362人　（△ 51）
　・男　　15,555人　（△ 28）
　・女　　16,807人　（△ 23）
○世帯数　15,471世帯（△  3）
○出生数　　　15人
○死亡数　　　48人
○面　積　435.34㎢

申

14

申申



広報おおだ　Ｒ5（2023）９.21

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い
　

「
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
の
会
」

島
根
県
司
法
書
士
会

無
料
法
律
相
談
会

緑の募金

15

　
公
正
証
書
は
、
法
務
大
臣
か
ら

任
命
さ
れ
た
法
律
の
専
門
家
で
あ

る
公
証
人
が
作
成
す
る
公
文
書
で

す
。
公
証
役
場
は
国
の
機
関
で

す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▽
相
談
受
付
時
間

・
８
時
30
分
〜
17
時

　（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

▽
相
談
料
　
無
料

休
日
無
料
相
談

・
日
時
　
10
月
１
日
㈰

　
　
　
　
10
時
〜
15
時

※
　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　
・
問
浜
田
公
証
役
場

（
☎
０
８
５
５
‐
22
‐
７
２
８
１
）

　
建
退
共
制
度
は
、
事
業
主
の
皆

さ
ん
が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数

に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙

ま
た
は
退
職
金
ポ
イ
ン
ト
を
積
み

立
て
ま
す
。
そ
の
労
働
者
が
建
設

業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き

に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う

と
い
う
、
業
界
全
体
で
の
退
職
金

制
度
で
す
。
電
子
申
請
方
式
の
活

用
で
、
手
続
き
が
便
利
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」

に
、
制
度
説
明
用
動
画
や
Ｑ
＆
Ａ 

な
ど
、
建
退
共
制
度
の
知
り
た
い

情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
　
詳
し
い
こ
と
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
（
一
社
）
島
根
県
建
設
業
協

会（
☎
０
８
５
２
‐
21
‐
９
０
０
４
）

▽
日
時
　
10
月
14
日
㈯

　
　
　
　
13
時
〜
15
時

▽
会
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

▽
参
加
費
　
１
０
０
円

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
世
話
人
（
野
津
☎
０
８
０

‐
６
３
１
５
‐
９
５
１
７
）

　
連
携
型
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
で
あ
る
、
石
東
病
院
の
安
田

院
長
に
よ
る
、
認
知
症
予
防
に
つ

い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

家
族
の
か
た
、
支
援
さ
れ
て
い
る

か
た
、
認
知
症
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
　
10
月
19
日
㈭

　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分

▽
会
場
　
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田

▽
定
員
　
50
人

▽
参
加
費
　
無
料

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す

　
・
問
連
携
型
認
知
症
疾
患
医
療

セ
ン
タ
ー
（
石
東
病
院
医
療
福
祉

相
談
室
）
担
当
：
竹
下

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
１
０
３
５
）

　
島
根
県
司
法
書
士
会
の
司
法
書

士
が
、
遺
産
相
続
や
遺
言
、
不
動

産
の
売
買
、
ロ
ー
ン
の
返
済
、
成

年
後
見
人
等
高
齢
者
の
財
産
管
理

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
義
務

化
さ
れ
る
相
続
登
記
で
お
悩
み
の

人
は
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
の

で
、
相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
事

前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
10
月
12
日
㈭

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時
20
分

▽
会
場
　
出
雲
市
役
所

▽
相
談
料
　
無
料

　
・
問
出
雲
市
生
活
・
消
費
相
談

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
３
‐
21
‐
６
６
８
２
）

公
正
証
書
無
料
相
談

建
退
共
制
度

認
知
症
予
防
講
演
会

申

催
　
　し

申

申

申

建退共
ホームページ

10月は
臓器移植普及推進月間
骨髄バンク推進月間　
10月10日は　　　
　　　目の愛護デー

　移植医療は、医療者と患者さんだけで
はなく、第三者からの善意による提供か
ら成り立っています。

　「提供したい」「提供したくない」ど
ちらも一人ひとりの平等で大切な意思で
す。大切な意思を表示し、家族で話をし
ましょう。

問しまねまごころバンク
（☎0853‐22‐2556）



　
認
知
症
の
普
及
啓
発
を
実
践
し

て
い
る
Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
し
ま
ね
に
よ

る
、
タ
ス
キ
リ
レ
ー
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
タ
ス
キ
を
繋
い
で
、
認
知

症
の
人
も
地
域
で
と
も
に
暮
ら
す

大
切
な
隣
人
で
あ
る
こ
と
を
実
感

し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
　
10
月
28
日
㈯

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
総
合
体
育
館

▽
参
加
料
　
一
人
　
５
０
０
円

　
　
　
　
　
未
就
学
児
　
無
料

問
Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
し
ま
ね
実
行
委
員
会

（
担
当
：
藤
原
）

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
７
２
１
８
）

　「
シ
ル
バ
ー
派
遣
？
」「
ど
ん
な

仕
事
が
あ
る
の
？
」
な
ど
、
皆
さ

ん
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

▽
日
時
　
10
月
20
日
㈮

　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー
２
階

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
60
歳
以
上

▽
定
員
　
先
着
15
人

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
　
邑
智
分
室

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
８
６
２
０
）

▽
日
時
　
10
月
14
日
㈯
14
時
〜

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
作
品
　「
ケ
ア
ニ
ン
〜
こ
こ
ろ

　
に
咲
く
花
〜
」

▽
内
容
　
新
人
介
護
士
の
奮
闘
を

　
描
い
た
『
ケ
ア
ニ
ン
〜
あ
な
た

　
で
よ
か
っ
た
〜
』
の
続
編
。
ケ

　
ア
ニ
ン
の
仕
事
を
追
求
す
る
た

　
め
、
小
規
模
施
設
か
ら
大
型
の

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
転
職

　
し
た
主
人
公
が
、
効
率
化
や
リ

　
ス
ク
管
理
を
優
先
す
る
現
場
に

　
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
入
所
者
に

　
真
心
で
接
し
よ
う
と
奮
闘
す
る

　
姿
を
描
く
。

▽
入
場
料
　
無
料

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

問
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

あ
す
て
ら
す

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）

　
福
祉
の
職
場
に
就
職
を
希
望
さ

れ
る
人
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。
福
祉
の
お
仕
事
の
基
本
か

ら
介
護
技
術
の
基
本
、
さ
ら
に
一

歩
学
び
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
３
回

開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　

・
第
１
回

　
　
　
10
月
14
日
㈯

　
　
　
10
時
〜
12
時

　
※
　
オ
ン
ラ
イ
ン
あ
り

・
第
２
回

　
　
　
10
月
26
日
㈭

　
　
　
10
時
〜
16
時

・
第
３
回

　
　
　
11
月
２
日
㈭

　
　
　
10
時
〜
16
時

▽
会
場
　
第
１
回
か
ら
３
回
と
も

　
い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

▽
内
容

・
第
１
回
　
福
祉
の
お
仕
事
に
関

　
わ
る
基
本
を
知
っ
て
み
よ
う
！

　（
講
義
）

・
第
２
回
　
認
知
症
っ
て
な
に
？

　（
講
義
）、
高
齢
者
の
身
の
ま
わ

　
り
の
支
援
（
演
習
）

・
第
３
回
　
要
介
護
状
態
の
方
を

　
支
え
て
み
よ
う
〜
中
度
か
ら
重

　
度
〜
（
演
習
）

▽
対
象
者
　
介
護
職
と
し
て
福
祉

　
職
場
に
就
職
を
希
望
さ
れ
る
求

　
職
中
の
人
（
資
格
・
経
験
は
問

　
い
ま
せ
ん
）

※
　
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
の
求
職
登
録
が
必
要
で
す
。

▽
募
集
定
員
　
各
回
15
人

▽
受
講
料
　
無
料

▽
申
込
締
切

・
第
１
回
　
10
月
２
日
㈪

・
第
２
回
　
10
月
13
日
㈮

・
第
３
回
　
10
月
18
日
㈬

※
　
い
ず
れ
の
回
も
12
時
ま
で

　
・
問
（
社
福
）
島
根
県
社
会
福

祉
協
議
会
　
石
見
支
所

（
☎
０
８
５
５
‐
24
‐
９
３
４
０
）
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
説
明
会

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
タ
ス
キ
リ
レ
ー

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会

福
祉
・
介
護
の

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

募
　
　
集

申

申

お
近
く
の
販
売
所
や

宝
く
じ
公
式
サ
イ
ト
か
ら

ご
購
入
く
だ
さ
い

つながらない場合
☎03‐3478‐1060

子ども医療電話相談

【受付時間】
 平日／19:00～翌朝９:00
 土日・祝日／９:00～翌朝９:00
　　　　 （東京都内までの通話料が必要）

数量限定・当日ボランティア募集・中止の場合あり

①おおだ子ども食堂
　おおだふれあい会館

28日㈯17:00～19:00
☎090‐4897‐4308

21日㈯11:00～13:30
☎090‐1188‐9088

21日㈯17:00～19:00
☎0854‐83‐7373

②みんなの食堂
　祖式ジム

③多世代交流食堂みーる堂
ゆきみーる（若者も無料）

子ども食堂10月の予定
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日
常
に
役
立
つ
知
識
か
ら
介
護

の
現
場
で
最
低
限
必
要
と
な
る
基

本
的
な
知
識
や
技
術
ま
で
、
分
か

り
や
す
く
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

▽
日
時
　
10
月
17
日
㈫
〜
20
日
㈮

　
の
４
日
間

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
研
修
室
６

▽
内
容

・
日
常
に
役
立
つ
介
護
の
知
識

・
介
護
職
と
し
て
必
要
な
知
識
、

　
技
術

▽
受
講
料
　
無
料

▽
対
象
者
　
こ
れ
か
ら
介
護
の
仕

　
事
を
し
て
み
た
い
人
、
介
護
に

　
関
心
が
あ
り
、
現
在
介
護
職
と

　
し
て
働
い
て
い
な
い
人

▽
募
集
定
員
　
20
人
程
度

▽
申
込
締
切
　
10
月
10
日
㈫

　
・
問
（
公
財
）
介
護
労
働
安
定

セ
ン
タ
ー
島
根
支
部

（
☎
０
８
５
２
‐
25
‐
８
３
０
２
）

夜
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

（
ワ
ー
ド
応
用
）

▽
日
時
　
10
月
13
日
〜
11
月
１
日

　
の
間
の
㈪
・
㈬
・
㈮
　
19
時
〜

　
21
時

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
料
　
１
万
１
０
０
０
円

▽
対
象
　
ワ
ー
ド
の
基
本
操
作
が

　
で
き
る
人

▽
定
員
　
15
人

▽
申
込
期
限
　
10
月
６
日
㈮

　
・
問
島
根
中
央
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
９
６
６
６
）

◇
第
３
回
自
衛
官
候
補
生（
男
女
）

　（
陸
上
・
海
上
・
航
空
）

▽
応
募
資
格
　

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定

　
月
の
１
日
時
点
で
18
歳
以
上

　
33
歳
未
満
の
人

▽
採
用
予
定
日
　

　
採
用
予
定
通
知
書
で
通
知

▽
応
募
期
間

　
９
月
６
日
㈬
〜
11
月
30
日
㈭

▽
試
験
期
日

　〈
筆
記
試
験
・
適
性
検
査
〉

　〈
ウ
ェ
ブ
試
験
方
式
〉

　
12
月
４
日
㈪
〜
10
日
㈰
の
う
ち

　
１
日

　〈
口
述
試
験
・
身
体
検
査
〉

　
12
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
の
う
ち

　
指
定
す
る
１
日

▽
試
験
会
場

　〈
筆
記
試
験
・
適
性
検
査
〉
　

　
受
付
時
に
通
知

　〈
口
述
試
験
・
身
体
検
査
〉
　

　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

▽
試
験
種
目
　

　
筆
記
試
験
（
国
語
・
数
学
・
地

　
理
歴
史
・
公
民
・
作
文
）、
口
述

　
試
験
、
適
性
検
査
、
身
体
検

　
査
、
経
歴
評
定
＊

＊
経
歴
評
定
と
は
、
多
様
な
経
歴

　
を
有
す
る
受
験
者
の
能
力
を
総

　
合
的
に
評
価
す
る
も
の
で
、
該

　
当
す
る
資
格
・
免
許
な
ど
は
自

　
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
に
ご

　
確
認
く
だ
さ
い
。

◇
第
３
回
一
般
曹
候
補
生（
男
女
）

　（
陸
上
・
海
上
・
航
空
）

▽
応
募
資
格
　

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定

　
月
の
１
日
時
点
で
18
歳
以
上

　
33
歳
未
満
の
人

▽
応
募
期
間

　
９
月
６
日
㈬
〜
11
月
30
日
㈭

▽
試
験
期
日
　

　（
１
次
）
12
月
９
日
㈯
・
10
日

　
㈰
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

▽
試
験
会
場
　

　（
１
次
）
受
付
時
に
通
知

▽
試
験
種
目
　

　（
１
次
）筆
記
試
験
お
よ
び
適
性

　
検
査
（
紙
に
よ
る
試
験
ま
た
は

　
ウ
ェ
ブ
試
験
方
式
）

問
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

（
☎
０
８
５
２
‐
21
‐
０
０
１
５
）
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介
護
の
入
門
的
研
修

自
衛
官
候
補
生
等
募
集

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

申

申
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ＧＯ島根！
ＩＴエンジニア転職フェア

問一畑電気鉄道株式会社（☎0852‐26‐1324）

大田市公式ＳＮＳなどで
　　　　　　情報を発信中

問政策企画課（☎0854‐83‐8006）

　市では、公式でFacebookやLINE、Youtubeを開設し
ています。
　FacebookやLINEでは、市からのお知らせやイベント
情報などを掲載。また、Youtubeでは市の取り組みついて
紹介しているほか、大田の魅力が満載の動画を配信して
います。ぜひ「いいね！」やフォロー、登録をお願いします。
　また、市公式ホームページでは市政情報や、お役立ち情
報、災害情報などを掲載しています。ぜひご覧ください。

Facebook Youtube

LINE
大田市公式
ホームページ

ＩＴ ＷＯＲＫＳ＠島根
公式サイト

ル　　　ミ　　 ネ　ゼロ

　県外からＵＩターンを目指すＩＴエンジニアの人
を対象としたＵＩターン転職フェアを東京およびオ
ンラインで開催します。
　このイベントは、県内のＩＴ企業が多数集結する
ため、効率的な転職活動ができるチャンスです。
　県外在住のご家族やお知り合いで、ＵＩターンをお
考えのＩＴエンジニアの人にぜひお声がけください。
▽日時　10月14日㈯　13時～16時
▽場所　ＬＵＭＩＮＥ０（東京都渋谷区）
▽参加費　無料
※　申込み、詳細は下記のサイトからご確認ください。

　　　　　　https://www.shimane-itworks.jp/



広報おおだ　Ｒ5（2023）９.21 18

島根県消費者リーダー育成講座　受講生募集
　ＳＤＧsや成年後見制度、食品の安全性、ネット社会や契約のトラブル事例などについて、あなたも
学んでみませんか。
　地域で活躍する消費者リーダーの育成を目的とした入門編の講座を開催します。
　◇受講方法　オンライン受講（動画共有サービス利用）
　　　　　　　 講義を録画しネット配信をしますので、受講にはインターネット環境が必要です。
　　　　　　 　動画配信予定日から２週間配信の予定。
　◇参加費　　無料
　◇募集人数　50人
　◇申込期限　10月３日㈫まで

充電式電池は不燃ごみに捨てないで！
　充電式機器に広く利用されているリチウムイオン電池
などの充電式電池は、高い性能を持っている反面、分解
や強い衝撃を加えると高熱を発し、火災を起こす危険性
があります。
　全国の市町村では、充電式電池がごみの中に紛れてい
たことにより、収集車やごみを破砕（小さく砕く）する
施設から出火する事故が多数報告されています。充電式
電池や充電式機器を処分するときは、必ず次のきまりを
守ってください。
●資源物（Ｂグループ）として、分別収集ステーショ
　ンに出してください。
　・機器から取り外せる充電式電池は取り外してから充  
　　電式電池のみ回収箱に入れてください。
　・電気シェーバーや電子タバコなど、取り外せないも
　　のは本体ごと回収箱に入れてください。

【資源物として出すことができない場合】
　・充電式電池を回収している市内業者に引き取っても
　　らってください。
　・やむを得ず不燃ごみとして出す場合は、必ず小袋に
　　入れてから不燃ごみの指定袋に入れてください。

問衛生処理場（☎0854‐82‐6749）

小袋に入れてから不燃ごみの指定袋へ

不燃ごみ
指定袋

　・問島根県環境生活総務課 消費とくらしの安全室（☎0852‐22‐5103）申

内容・講師動画配信予定日

11月20日㈪

10月23日㈪

・デジタルプラットフォーマー規制に関する最近の話題
　　　　　　　　　　　　　　　　島根大学法文学部講師　　　　　　大橋　エミ　氏
・消費者トラブルの防止と法制度　中央大学大学院法務研究科教授　　宮下　修一　氏

・社会のセーフティネット
　 いわみマネークリニック株式会社　ファイナンシャルプランナー　 細川　　豪　氏
・成年後見制度　　　岡崎法律事務所　弁護士　　鳥居　竜一　氏

・消費者トラブルに遭わないための心理学
　　　　　　　　　　島根大学人間科学部講師　　豊島　　彩　氏
・ＳＤＧｓの推進に向けて～私達にできること～
　　　　　　　　　　島根大学教育学部教授　　　松本　一郎　氏

10月30日㈪

11月13日㈪

・消費者問題の歴史とこれからの私たちの生活
　　　　　　　　　　～消費者は自立できるのか？～
　　　　　　　　　　　　　　　　島根大学名誉教授　　　　　　　　朝田　良作　氏
・食品の安全性を知る　　　　　　島根大学生物資源科学部教授　　　室田　佳恵子　氏

資源物・ごみの出しかた
早見表（ＰＤＦ）



里親になりませんか
子どもたちに
家庭のぬくもりを

10月は里親月間

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
族

と
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
里

親
と
は
、
こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち

を
自
分
の
家
に
迎
え
入
れ
、
家
庭

的
な
環
境
の
中
で
愛
情
を
込
め
て

養
育
す
る
人
で
す
。
里
親
の
家
庭

で
愛
情
に
包
ま
れ
て
家
族
の
一
員

と
し
て
暮
ら
す
こ
と
に
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
は
１
人
の
人
間
と
し
て

大
切
に
さ
れ
、
愛
さ
れ
て
い
る
と

い
う
感
覚
を
持
ち
な
が
ら
育
つ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
あ
な
た

に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
里
親
に
は
、
子
ど
も
が
親
と
一

緒
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま

で
養
育
す
る
「
養
育
里
親
」
と
、

養
子
縁
組
に
よ
り
養
親
と
な
る
こ

と
を
希
望
す
る「
養
子
縁
組
里
親
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
が
好

き
で
、
愛
情
と
熱
意
を
持
ち
、
真

心
を
込
め
て
養
育
し
て
い
た
だ
け

る
人
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
島
根
県
で
は
、
里
親
に
な
っ
て

い
た
だ
く
人
を
募
集
す
る
と
と
も

に
、
里
親
制
度
に
つ
い
て
広
く
地

域
の
人
達
に
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　
里
親
に
な
る
た
め
に
は
特
別
な

資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
里
親

制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た

い
、
自
分
で
も
里
親
に
な
れ
る
の

か
知
り
た
い
、
興
味
は
あ
る
け
ど

あ
と
一
歩
踏
み
出
せ
な
い
な
ど
、

里
親
制
度
に
関
心
の
あ
る
人
、
ま

ず
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
浜
田
児
童
相
談
所

（
☎
０
８
５
５
‐
28
‐
３
５
６
０
）
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地震のゆれを体験しませんか
～　地域で高めよう　防災力　～

　島根県の所有する地震体験車が、10月１日からの１か
月間、大田市に配置されます。地震体験車を希望する団
体へ派遣し、地震の「ゆれ」を体験していただくことが
できます。
　過去に発生した地震だけでなく、今後発生が予測され
ている南海トラフ地震などの地震も体験できます。
　地震は、いつ、どこで発生するか分かりません。防災
意識を高めるきっかけとして体験されてはいかがでしょ
うか？
　運行時間や体験場所の広さ、体験者などに条件があり
ます。詳しくは消防本部予防課へお問い合わせくださ
い。
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問消防本部予防課（☎0854‐82‐0650）

地震体験車は震度７の揺れまで体験することが
できます

休日
夜間

マイナンバーカード

窓口を開設
　マイナンバーカードの申請・交付について、次の
とおり、休日窓口の開設と平日の窓口延長をおこな
います。
　市役所の開庁時間内にマイナンバーカードの申請
や受け取りが難しい人は、ぜひ、ご利用ください。
なお、混雑緩和のため、予約制とします。

▽開設日時
休日窓口（日曜日）８：30～12：00
10月15日・29日　11月12日・26日　12月10日・24日
平日窓口延長（月曜日）17：15～19：30
10月16日・23日　11月６日・20日　12月４日・18日

▽申請・交付場所　　市役所本庁　市民課
※　支所ではおこないません。
※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、それぞれの
支所でマイナンバーカードを保管していますので、
５日前までにご連絡ください。

▽取扱事務
　マイナンバーカードの申請・交付事務のみ
※　住民票など各種証明書の交付事務はおこないま
せん。
※　予約状況によっては希望の日時に受け取りがで
きない場合があります。

　　　　　　　 　・問市民課（☎0854‐83‐8067）申
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ごみの持ち込み

大田（橋北）
大田（橋南）
川合・久利
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋
富山・朝山・波根
大森・水上・祖式・大代
三瓶・山口（大田野城含む）
仁摩地区 
温泉津地区
▼不燃粗大ごみ　
川合・久利
三瓶・山口（大田野城含む）

10月不燃ごみの収集日

４日
６　
５　
11　
13　
17　
10　
12　
２　
３　
12　

日18
20
19
23
27
31
25
26
16
24
26

　30日
　19日

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
　　　　　（静間町／一般家庭のみ）
※　事業所は持込みできません。
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター
（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
※　平日は一般家庭の持ち込みもでき
ません。

【平日】（祝日・休日は除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時
【休日】　１日・15日　
一般家庭　８時30分～11時30分

※　事業所は休日に持ち込みできま
せん。
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新型コロナウイルスワクチン接種

▽対象者　
　　初回（１・２回目）接種が完了した５歳以上のすべての人。
　　※　令和５年春開始接種（５～９月接種）を受けた人も、接種を受け 
　　ることができます。
　　※　接種間隔は、いずれも前回接種から３か月以上の間隔を空けて接
　　種します。

▽接種期間
　　令和５年９月20日～令和６年３月31日

▽接種費用　
　　無料

▽接種ワクチン　
　　オミクロン株ＸＢＢ.１系統＊の１価ワクチン
　　 （ファイザー社製またはモデルナ社製）
　　　＊　現在、世界および日本国内で流行している主流の株です。

▽接種券の発送
　 ・対象者には、９月中旬から接種案内を発送しています。
　　９月～10月初旬は、ワクチンの供給量に限りがあるため、重症化リス
　　クの高い65歳以上の人、基礎疾患のある人で、前回接種から３か月を
　　経過した人に順次接種案内を発送しています。
　・接種情報は変更になる場合があります。最新の情報など、詳しくは市
　　ホームページで確認いただくか、お問合せください。

・初回接種は引き続き令和６年３月末まで接種します。
・令和５年秋開始接種を希望される場合は、初回接種（２回）の接種を受
　ける必要があります。
・初回接種がまだの人で希望する場合は、接種方法など市ホームページで
　ご確認いただくか、お問合せください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 問健康増進課（☎0854‐83‐8203）

市ホームページ

令和５年秋開始接種（９～３月接種）を開始しています

初回（１・２回）接種
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10月の相談

21

生活相談

こころの健康相談（要予約）

難病相談

移動ナースバンク

ふくし
よろず
相　談

月～金
９時～17時
専用電話
0854‐84‐7577

暮らしの困りごと、悩みご
とに関する総合的なサ
ポート
（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　談

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

一般相談

10日㈫　
10時～12時
要予約・無料

月曜日～金曜日
８時30分～16時30分

電話相談のみ
７日㈯　９時～11時30分

就労相談
（要予約）

11日㈬　
13時30分～15時30分

市社会福祉協議会本所

市社会福祉協議会本所

しまね難病相談支援
センター（出雲市）
（☎0853‐24‐8510）

　・問市社会福祉協議会本所（☎0854‐82‐0091）

　・問県央保健所健康増進課（☎0854‐84‐9823）申

問島根県ナースセンター（☎0852‐27‐8510）

26日㈭　13時30分～15時30分 県央保健所

エイズ・肝炎検査、骨髄バンク登録（要予約）

　・問県央保健所　医事・難病支援課（☎0854‐84‐9825）申
３日㈫・17日㈫　９時30分～11時 県央保健所

25日㈬　13時30分～16時 ハローワーク石見大田

福祉職場相談会

問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855‐24‐9340）
25日㈬　13時30分～15時30分 ハローワーク石見大田

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）

問大田はぴこ会事務局（☎080‐2940‐7266）
電話受付：平日10時～18時、第２金曜日10時～21時

13日㈮　19時～20時30分 島根中央地域職業訓練センターＡ教室

６日・13日・20日
27日
（いずれも金）
10時～15時40分
要予約・原則無料。
３回目の継続相談
から有料。

　市役所本庁の収納管理室で市税・国民健康保険料・後期
高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　９月28日㈭、29日㈮
　10月２日㈪、10日㈫、27日㈮、30日㈪、31日㈫
★休日納付・相談窓口（10時～14時）
　10月15日㈰

  問収納管理室（☎0854‐83‐8026）

納期限および口座振替日
市県民税

国民健康保険料
後期高齢者医療保険料

10月２日
―
３期
３期

10月31日
３期
４期
４期

期限内に納付をお願いします税・保険料

申

申

年金相談（要予約）
10日㈫・26日㈭　10時～15時
　出雲年金事務所お客様相談室（☎0853‐24‐0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854‐83‐8154）
※　ご予約は出雲年金事務所お客様相談室まで

市役所４階大講堂

　島根県交通事故相談所（松江市）（☎0852‐22‐5102）
問危機管理課（☎0854‐83‐8009）

交通事故相談（要予約）
３日㈫　９時～15時 市役所２階第２会議室

人権相談
６日㈮　18時～21時 おおだふれあい会館
13日㈮　13時～16時 温泉津まちづくりセンター
20日㈮　13時～16時 仁万まちづくりセンター

20日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館

27日㈮  10時～12時
        13時～15時

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

行政相談週間合同無料相談会（要予約）

石見法律相談センター相談会（要予約）

市役所４階小講堂

　・問石見法律相談センター（☎0855‐22‐4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。

若者就労相談（要予約）
13日㈮　10時～12時
問サポートステーション出雲（☎0853‐31‐6663）

ハローワーク石見大田

申

申
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大迫力の大尺玉に歓声　８月12日、温泉津港周辺で「第49回温泉津温泉夏祭り」が開催
されました。
　温泉津港の湾内から打ち上げられた大尺玉は300㍍級で、体に
響く大きな音と、澄んだ夜空を覆いつくすように咲いた大輪の花
火の大きさは息をのむほど。多くの人がカメラやスマートフォン
で撮影し、歓声を上げていました。
　また、「エキサイティングステージ」と題して、温泉津ダンス
キッズによるダンスパフォーマンスをはじめ、温泉津舞子連中
による神楽の勇壮な舞いなど、会場を盛り上げるさまざまなパ
フォーマンスが繰り広げられました。
　温泉津温泉夏祭りといえば、地域のグルメが味わえる「温泉津
グルメ横丁」も楽しみのひとつ。ローカルフードの屋台などがず
らりと並び、買い求めるお客さんの長い列ができていました。

第
49
回 

温
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津
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泉
夏
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り

第
49
回 
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り


